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安
倍
政
権
の
経
済
政
策
「
ア
ベ
ノ
ミ

ク
ス
」
に
よ
り
急
激
な
円
安
・
株

高
が
進
む
。
実
体
経
済
を
潤
し
、
賃
金
ア

ッ
プ
ま
で
行
き
着
け
る
の
か
、
そ
れ
と
も

腰
折
れ
す
る
の
か
。
２
年
後
の
物
価
上
昇

率
２
％
を
掲
げ
て
、
日
本
銀
行
の
黒
田
東

彦
総
裁
が
異
次
元
緩
和
に
踏
み
切
っ
た
こ

と
も
あ
り
、
景
気
や
物
価
を
示
す
統
計
デ

ー
タ
へ
の
関
心
が
高
ま
っ
て
い
る
。

　

し
か
し
、
月
次
で
発
表
さ
れ
る
内
閣
府

の
景
気
動
向
指
数
（
Ｃ
Ｉ
、
一
致
指
数
）

も
、
消
費
者
物
価
指
数
（
Ｃ
Ｐ
Ｉ
）
も
公

表
は
翌
月
末
以
降
だ
。
よ
り
早
く
そ
の
値

を
知
る
た
め
に
、
言
語
処
理
に
詳
し
い
筑

波
大
学
の
山
本
幹
雄
研
究
室
と
、
ツ
イ
ッ

タ
ー
の
日
本
語
も
し
く
は
日
本
国
内
で
つ

ぶ
や
か
れ
た
全
デ
ー
タ
の
取
得
権
を
持
つ

Ｎ
Ｔ
Ｔ
デ
ー
タ
の
協
力
を
得
て
、
つ
ぶ
や

き
か
ら
経
済
指
標
を

予
測
す
る
モ
デ
ル
作

り
に
挑
戦
し
た
。

　

ま
ず
処
理
の
効
率

化
の
た
め
、
ツ
イ
ッ

タ
ー
の
つ
ぶ
や
き
の

う
ち
、
10
年
４
月
〜

12
年
12
月
の
５
％
無

作
為
抽
出
デ
ー
タ
を

使
っ
て
、
Ｃ
Ｉ
と
の

相
関
が
高
い
キ
ー
ワ
ー
ド
３
０
０
語
を
抽

出
し
た
。
こ
れ
ら
に
は
１
カ
月
当
た
り
の

出
現
数
が
２
０
０
０
回
以
上
な
ど
の
条
件

を
つ
け
た
。

キ
ー
ワ
ー
ド
29
語
で
予
測
式

　

次
に
Ｎ
Ｔ
Ｔ
デ
ー
タ
が
、
選
び
出
し
た

３
０
０
語
に
つ
い
て
、
08
年
１
月
〜
12
年

３
月
の
ツ
イ
ッ
タ
ー
の
全
デ
ー
タ
に
お
け

る
そ
れ
ぞ
れ
の
出
現
数
を
カ
ウ
ン
ト
。
そ

の
デ
ー
タ
を
基
に
山
本
教
授
ら
が
重
回
帰

分
析
の
複
数
の
手
法
を
試
し
、
数
万
個
の

予
測
式
の
候
補
を
作
成
し
た
。
予
測
式
は

い
ず
れ
も
、
ツ
イ
ッ
タ
ー
上
で
使
用
さ
れ

た
数
十
程
度
の
言
葉
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ

れ
の
１
カ
月
当
た
り
の
出
現
率
に
、
定
数

を
掛
け
た
総
和
で
表
さ
れ
て
い
る
。
テ
ス

ト
区
間
と
し
た
12
年
４
月
〜
13
年
３
月
の

出
現
率
を
あ
て
は
め
て
、
こ
の
間
の
景
気

指
標
を
予
測
。
予
測
値
と
内
閣
府
発
表
の

Ｃ
Ｉ
と
の
誤
差
（
平
方
和
）
が
最
も
小
さ

い
予
測
式
を
採
用
し
、
時
系
列
グ
ラ
フ
を

図
に
示
し
た
。
な
お
、
予
測
式
に
使
用
し

た
キ
ー
ワ
ー
ド
は
、
こ
こ
で
は
公
表
で
き

な
い
。
公
表
に
よ
る
予
測
式
へ
の
影
響
を

避
け
る
た
め
だ
。

　

こ
の
予
測
式
は
キ
ー
ワ
ー
ド
29
語
を
使

い
、Ｃ
Ｉ
の
増
減
比
を
予
測
し
た
モ
デ
ル
。

ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
で
株
価
上
昇
が
始
ま
る
12

年
11
月
以
降
を
、
そ
れ
以
前
の
つ
ぶ
や
き

か
ら
生
成
し
た
予
測
式
で
ど
こ
ま
で
予
測

で
き
る
の
か
注
目
さ
れ
た
が
、
13
年
３
月

ま
で
は
お
お
む
ね
似
通
っ
た
カ
ー
ブ
を
描

い
て
い
る
。

　

ツ
イ
ッ
タ
ー
に
は
営
利
目
的
の
大
量
つ

ぶ
や
き
「
ス
パ
ム
」
が
含
ま
れ
る
た
め
、

ツイッターのつぶやきでＣＩを予測する
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ツ
イ
ッ
タ
ー
の
つ
ぶ
や
き
か
ら
景
気
動
向
指
数
を
作
成
す
る
こ
と
は
可
能
か
。
筑

波
大
学
の
山
本
幹
雄
研
究
室
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
デ
ー
タ
の
協
力
を
得
て
、
編
集
部
が
ビ
ッ

グ
デ
ー
タ
活
用
に
挑
戦
。「
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
景
気
指
数
」
を
は
じ
い
て
み
た
。

本
誌
編
集
部
が
景
気
指
数
づ
く
り
に
挑
戦

筑
波
大
、Ｎ
Ｔ
Ｔ
デ
ー
タ
と

 「
つ
ぶ
や
き
」解
析

ビッグデータ
を活用
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使える統計学

予
測
式
作
り
が
攪
乱
さ
れ
や
す
い
と
い
う

事
情
も
あ
る
な
か
、「
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
景
気

指
標
」
は
産
声
を
上
げ
た
。

さ
て
結
果
は
？

　

山
本
教
授
は
「
ツ
イ
ッ
タ
ー
で
ど
こ
ま

で
で
き
る
だ
ろ
う
か
と
い
う
気
持
ち
で
臨

ん
だ
。
評
価
は
未
来
（
４
月
分
の
Ｃ
Ｉ
公

表
）
に
任
せ
る
が
、
手
応
え
を
感
じ
た
。

他
の
経
済
指
標
で
も
挑
戦
し
て
み
た
い
」。

た
だ
、
誤
差
が
最
小
な
た
め
今
回
採
用
し

た
予
測
式
は
、
直
前
の
Ｃ
Ｉ
の
値
ま
で
極

力
近
づ
く
よ
う
に
作
り
込
ん
で
あ
る
だ
け

に「
予
測
す
る
と
い
う
目
的
に
お
い
て
は
、

テ
ス
ト
期
間
の
デ
ー
タ
を
全
く
使
わ
ず
に

組
み
立
て
た
予
測
式
で
誤
差
を
最
小
に
で

き
れ
ば
よ
か
っ
た
」
と
話
し
て
い
る
。

　

一
方
、
テ
ス
ト
期
間
の
デ
ー
タ
を
使
わ

ず
に
生
成
し
た
別
の
予
測
式
で
は
、
ア
ベ

ノ
ミ
ク
ス
で
株
価
が
上
昇
し
始
め
た
昨
年

末
以
降
、
Ｃ
Ｉ
と
の
乖
離
が
み
ら
れ
た
。

３
０
０
語
の
絞
り
込
み
期
間
が
東
日
本
大

震
災
の
前
後
に
重
な

り
、
３
０
０
語
に
は

震
災
関
連
の
言
葉
が

多
く
含
ま
れ
て
い

た
。
と
こ
ろ
が
回
帰

式
作
成
区
間
に
は
さ

ら
に
リ
ー
マ
ン
・
シ

ョ
ッ
ク
が
あ
り
、
３

０
０
語
の
多
く
が
無

効
に
な
っ
た
こ
と
が

影
響
し
た
可
能
性
が
あ
る
と
い
う
。

　

今
回
採
用
し
た
予
測
式
で
４
月
の
Ｃ
Ｉ

を
予
測
し
た
と
こ
ろ
、
そ
の
値
は
91・６
。

３
月
の
Ｃ
Ｉ
値
（
改
定
値
）
や
３
月
の
エ

コ
ノ
ミ
ス
ト
景
気
指
数
の
予
測
値
よ
り
も

下
回
る
が
、さ
て
４
月
の
Ｃ
Ｉ
は
い
か
に
。

内
閣
府
に
よ
る
と
、
過
去
の
景
気
拡
張
局

面
で
も
Ｃ
Ｉ
が
単
月
で
低
下
す
る
不
規
則

な
動
き
は
あ
っ
た
と
い
う
。
内
閣
府
は
速

報
値
を
６
月
７
日
に
公
表
す
る
。

ヤ
フ
ー
も
景
気
指
標
公
表

　

ヤ
フ
ー
も
自
社
の
検
索
キ
ー
ワ
ー
ド
の

ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
を
使
い
、
Ｃ
Ｉ
の
近
似
値

を
算
出
す
る
「
Ｙ
ａ
ｈ
ｏ
ｏ
！　
Ｊ
Ａ
Ｐ

Ａ
Ｎ
景
気
指
数
」
を
公
表
し
て
い
る
。
検

索
で
使
わ
れ
た
75
億
語
を
60
万
語
に
絞
り

込
み
、
Ｃ
Ｉ
と
相
関
の
高
い
１
９
６
語
で

予
測
式
を
作
成
し
た
。
４
月
半
ば
に
発
表

し
、
３
月
の
Ｃ
Ｉ
を
91
・
９
と
予
測
。
内

閣
府
の
公
表
値
は
改
定
値
で
93
・
８
だ
っ

た
。

　

担
当
し
た
ヤ
フ
ー
の
安
宅
和
人
事
業
戦

略
統
括
本
部
長
は
「
景
気
指
数
は
継
続
し

て
公
表
し
た
い
。
政
治
、
経
済
、
ヘ
ル
ス

ケ
ア
は
、
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
の
３
大
領
域
だ

と
思
う
。
様
々
な
可
能
性
を
試
し
た
い
」

と
話
し
て
い
る
。

　

な
お
、
ヤ
フ
ー
も
本
誌
同
様
、
予
測
式

に
使
用
し
た
キ
ー
ワ
ー
ド
は
公
表
し
て
い

な
い
。�

（
編
集
部
）

東京大学の渡辺努教授は5月20
日、独自の消費者物価指数「東

大日次物価指数（以下、東大指数）」
の公表を始めた。全国約300のス
ーパーの販売価格を集めたPOSデ
ータから算出。日次データを原則
5日後に東大ホームページで公表
する。日銀が2%の物価目標を掲
げる中、総務省の消費者物価指数
（CPI）と併せて注目を集めそうだ。
　東大指数は、生鮮食料品を除く
食品や日用雑貨約20万点の実売価
格に、販売数量を加味したウエー
ト付けをして日々計算する。CPI
に含まれているデジタル家電など
の耐久消費財や家賃などは含まれ
ていないが、POSデータを基にす
るため、消費者の商品選択が直接
反映されるのが特徴だ。スイスや

スウェーデンでは、政府がPOSデ
ータで公式CPIを算出している。
　一方、総務省のCPIは、特定銘
柄で構成され、品目の変更に一定
の時間がかかる。指数を計算する
ための品目ごとのウエートの見直
しも原則5年に一度とスパンが長
い。東大指数は、こうしたCPIの
課題をある程度解消した形になっ
ている。両者のグラフを並べてみ
ると、これまで指摘されてきた
CPIの上方バイアスも見て取れる。
　物価は経済の体温だ。渡辺教授
は「CPIは専門家が作った信頼あ
る値。公式は公式としつつ、『デ
フレは終わった』と判断するとき
に、もう一つの体温計として参考
になるといい」と話している。
� （編集部）

（出所）東京大学・渡辺努教授、ＣＰＩは総務省

消費者の実感に近い物価動向をつかめる東大日次物価指数
（前年比、％）
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東大が日次物価指数を公表開始
もう一つの「体温計」目指す
販売時点情報管理（POS）データから物価指数
を算出する取り組みも始まった。

ＣＩを予測するモデルを作成した大学院生の角田孝昭
さん（左）、山本教授（中央）、大学生の中島光夫さん


